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1- ヒドロキシタキシニンの全合成
○今村 祐亮 1, 吉岡 駿 1, 長友 優典 1, 井上 将行 1（1東大院薬）
【目的】1-ヒドロキシタキシニン(1)は、がん細胞に対

して細胞毒性を示す 1)。1は 6/8/6 員環が特異に縮環

したタキサン骨格が 6 つの酸素官能基で修飾され

た構造を有する。我々はタキサンジテルペンの統一

的合成を目指し、2 つのラジカル反応を鍵とする 1の
全合成研究に着手した。 
【方法・結果】市販化合物から 9 工程で合成したアシルテルリド 2 に対し、シク

ロヘキセノン 3共存下、空気雰囲気下 Et3B を作用させると、脱一酸化炭素を伴う

ラジカル付加反応が進行し、A,C 環連結体を立体選択的に与えた 2)。さらに、ワン

ポットでの酸化反応でエノン 4へと導いた。続く、C8 位第四級炭素の構築を含む

4 工程の変換の後、B 環形成を伴うピナコールカップリングで立体選択的にジオー

ル 5 を合成した 3)。その後、5 からのアリル位酸化を含む 11 工程の変換で 1 の全

合成を達成した(総 25 工程)。 
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